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前回の1998年５月から 8年ぶり に駒ケ

岳南西登山道沿う 水準路線(図１)のう ち

旧路線の再測量を 2006年9月26～28日に

かけて北海道大学地震火山研究センタ ー

と 気象庁札幌管区気象台で実施し た．

1998年５月から 2006年９月の間の比高

変化(図２)は， 昭和４年火口から 4km以

遠にある沖積層上の水準点で大きな変動

を示す． こ れら の水準点では1993年の北

海道南西沖地震の際にも 大きな局所変動

が現れ(図３)． 今回の変動も 2003年の十

勝沖地震に伴う 局所変動と 考えら れる．

４km以内では山体中心に向かう 沈降

傾向があるよう に見えるが， 沈降量が小

さ く ， こ の傾向は有意と は言えない．

山体中心に近い水準点では1996年３月か

ら 1998年にかけて顕著な沈降が続いてい

たが， 1998年11月， 2000年９～11月に小

噴火に変動の有無は分から ないが， こ の

沈降傾向は1998年以降， 停止し たよう に

見える．

○ 南西登山道に沿う 比高変化

図１． 北海道駒ケ岳南西登山道に沿う 水準路線
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図２． 1998年11月から 2006年９月の間の昭和４年
火口から の水平距離に対する 比高変化． 基準点は
Ko1060， 青四角は図に示し た水準点である．

図３． 主な水準点における 比高の経年変化． 基準
点はKo1060， 矢印は小噴火を 示す． 1993年の南西
沖地震に 伴い 大き な 局所変動を 示し たBM7068と
Ko120は-60mmのオフ セッ ト を加えている．
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